
11期 長岡 正利様からは貴重な資料の数々

を頂戴しています。そのうちから

「日本の山岳蘭静
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平成3年 8月

p.124からの付属資料抜粋

「科学の発達と世界に関する知識の拡大とともに

地図は糟確なものになってきた」

ニュートン4月号 p.つから

伏 きな絵図は印刷の時くっついてあと

の処置がたいへんなので、割愛させてい

ただきました。)

「本邦■等E角測量の歴史とその三角網」

一等三角点研究翻   「鋼 第2齢。3から

の3点を紹介しま九

また、近著の地形図目録についてここに紹介し

ておきます。

□ 5万 分 の ■ 地 形 図 作 成

‐刃市義 目 銅 罐 奸 詈 子

脚 雌 、中 からE■― ιこ至

る約 lЮ年間にわたり作成し続けてきた5万分の

1地形図の総目動 した。これにより5万分

の1地形図の作成についての詳細な実態が明らか

になった。

この目録は        している5万分

の1地形図に、個人等所蔵のものを加え作成した

もので、従来の各種目録では不明であった適用図

式や図歴等が地形図1枚ごとに詳細に記載されて

いる。

またt新旧の5万分の 1地形図を利用するに際

して留憲すべき事項についての解説等が細かに述

べられているとともに(5万分の1地形図作成史

上重要な一覧図が 4t螺縦:さ れており、地図・地

1理史料として貴重な目録となっている
`な

お、日

i録は 個D日本地図センター 0153東京都目黒

1区青響軽ェー9-6203-3485-541Э で、榊 円

1 酬 450円)で購入できる。

日 本 の Ll■
―

高 ―
=覧

付 属 資 料 よ り

1。 日本の山岳標高の調査

近年、山に対する関亡

"済
まり、山の標高、

山名などについての正しい情報の提供について

の要望が高まっている。

…

は 2万 5千分 1地形図をはじ

めとする地図の刊行をその業務の一つとしてい

るが、作成する地形図では、特別に山頂の高さ

を調査し、表示することになっていない。その

ため、山の高さとしては

(イ )山頂にある三角点の標高値

(口)山頂に表示された標高点の標高値

●ヽ )i騎高位の勢

などが用いられてきた。

しかし、これらの標高値を、山の高さとして

採用するにはいろいろと問題がある。すなわち、

=角点の場合|こ は山頂 蚊字どおりの最高鴬

にあるとは限らない。なぜなら、その位置は三

角測量の実施に都合のよ■場所が選ばれている

からである。また、

一

代用する場合

にlよ 山頂はその等高線の表す標高値よりは高

いことになる。

さらにヽ 写真測量による2万 5千分1地形図

の全国腱備完了により、
・
それ以前の平板測量中

心の5万分 1地形図の標高値とは異なる標高値

も得られ、同二の山について、いくつもの標高

.値が存在する場合もあることになり、整理する

必要も生じていた。

以上に加えてヽ 山の高さについて、国土地理

院の地形図以外の動 の情報もないのが

実情のためヽ 地形図利用者から山の標IHJを正確

に知りたいという要望も寄せられるように■っ

た。

このため、日本の主要な山について、その標

高・位置などについて点検・補足測量を実施し、

表示可能なものにういてはその結果を地形図上

に表示していくとともにヽ これらの結果をまと

めた技術資料を作成することにした。
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2.調査の経緯と組織

制

3.陣
上記委員甲斐における検討事項のうち、この

技術資料の理解のため主要なものを以下にとり

まとめる。

(1)山とは

山と|よ 地表面が大きく盛り上がったものと

考え、眺めた感じで一つの山の範囲を定める。

山には一つの頂上に斜面が集まる単純なものも

あれば、複数の嶺、複数の頂上を持ち、全体の

総称としての山名と部分的な峰や山頂部に別の

山名を持つものもある。

(2)頂上のとらえ方

山の頂上:よ 山体を構成する岩石日の最高地

点とする。樹木などの生物圏に属するものιよ

山体の‐部と:岩えず、また

―

も山

体の‐部とは見なさない。岩石圏としてtよ 基

盤岩石とその風化生成者、火山灰などの天然現

象で堆積した未固結物質を含むものとした。

(3)山と山亀の取扱いについて

1つの山の範囲の認定については、以下のよ

うな複雑さを避t入 従来からの一般的帳用を尊

重しつつ表 1の とおりとした。

富士山を例にして考えると、その山頂部はお

鉢と呼ばれる火口をとりまく9つの峰で構成さ

れているほか、中腹部に宝永山、」幅 、裾野

に大室山・長尾山など多数の寄生火山を有する

がヽ最高峰のallケ峰 GttDの標尚をもって富

士山とし、全体を富士山という1つの山とする。

そのため、標高3B加 の1ヒ岳を日本第2の高峰

としてきた。もし、富士山第2峰の自山岳師鍮

をもって日本第2の高山とし、以下久須志山、

大日岳と全部を独立させて数えれば、北岳は日

本第10位の山になってしまう。

一方、北岳は、自根山 (あ るいは白峰山)と

総称される―IEの山なみの1ヒのビークである。

そしてこのピークがこの山なみの最高峰である

から、日本第2の高山は自根山であるとし、1ヒ

岳の標高で代表させるようにすれば、現在第 4

位の (白根)間ノ岳や第15位の農鳥岳はなく、

他の山の順位が繰りあがることになる。これは

第 3位の奥穂高岳についても同様で、
―で総称の穂高岳を代表させれば(第 8幅

第 9位北穂高岳、第11位赫 などが皆消え

ることになる。さらに奥穂高岳には、
‐
「ジャン

グルム」や「ろばの耳」という部分的なJヽビー

クにつけられた山名がある。また間の岳には中

白根というピークが合まれる。‐「聯餞麟 ヶ

岳にも北峰と南峰の二つのビニクがあるほ力、

山脚の部分的高まりに天狗ノ鼻や牛の首などの

部分的地名もある:   
‐

このように、山にはたくさんのピークが集ま

って全体として一つの山をつくるケース、ある

いは一つ一つが立派な山となるピークで、その

ビークのそれぞれ0こ部分的な山名もあり、同時

にそれらをまとめた全体の山名も存在するとい

うケースもある。

こうした各種のケースについて、1つの山の

範囲を統一した基準であきらかにすることは困

難である。一つの方法として、隣合う山頂間の

距離とその間の谷の深さから、山を区分するこ

とを検討した力ヽ それだけでは全国の山を対象

とするには不充分であることが判明した。その

ため山を還望したときの直観的印象、地域住民。

登山申 の慣用などを併せ取り入れて山

を区分した。その際には等高線からの脅機

による立体図集「日本名山図譜」 帥中、1986p

なども利用して考察を加えた        :
この技術資料では複数のな 」ヽ山頂を持つ山

についてιよ 山名を表示するとともに最高峰の

山頂を< >付きで示すこととし、他は省略す

ることを原則としたカミ省略できない著名な山

頂名がある場合には最高峰でない峰でも< >
付きで示すこととした。

また山名として表示した山岳を複数まとめる

山名や山域洛は、所在の欄や備考欄に適宣表示

することとした。

(4)標高について

制

-32-

＼



科学の発達と世界に関する知識の拡大とともに,

地図は精確なものになつてきた。

長 岡 正 利
壁 地理院地図纏

人類の歴史において地図の作製は,文字よりも古いといわ

れる。文字をもたなかった民族の間でも,生活日について

の認識の必要から,単純な地図がつくられ利用されてきた。

グリーンランド先住民が流本に陸地や島の輪郭をきざんだ

ものや,マーシャル諸島の住民がヤシの葉柄に小石や員殻

を固定して島の分布をあらわしたものなど力消 名である。

ェジプトではパビルスにえがかれた紀元前 13世紀の金山

の地図が,バ ビロニアでは紀元前8～前7世紀の粘土板にえ

がかれたはじめての世界地図力秩日られている。ギリシアで

は早 くから地球が球体であるという認識があった。紀元前

紀元前8～前7世紀,バ ビロニアで粘二板にえがかれた I=じ めての世界

地因。円盤状の陸地 を

'=が
取 りないている。

3～前2世紀のエラ トステネスは,エ ジプ トの地で地球の大

きさを実測 している。

紀元前4世紀のアレクサ ンドロス大三の東征によって,す

でにアジア世界についての地理的知識がもたらされていた。

2世紀のプ トレマイオスは緯度・経度の概念 を導入するとと

もに,東半球の大半についての世界地図を作製 した。 この

図では南に未知の大陸がえがかれ イン ド洋が内海になっ

ているものの,世界 |ま ガンジスリ!1の東にまで広が り, ヨー

ロッパはかなりくわ しいものになった。

より精確な世界地図の時代ヘ
中世

三ニ
ロッパの世界観は聖書の規定するところとなり,

科学は衰退して,世界は初期のギリシア人の考えたように

平らなものとされ,球体説は退けられた。一方,ア ラフ世

界ではギリシア. ローマの科学力ち|き つがれて発展した。

航海術の発達 もあって,12世紀のイド1)―シーの世界図で

は中国東岸までがえがかれ 倭 (日 本)と 考えられる「ワ

ークワーク (た んなる「島」の意味とも考えられる)」 力くは

じめて地図に登場した。

その後ヨーロッパでは 十字軍の遠征によって東方世界

のすぐれた科学技術が,S、たたび導入された。15世紀を中心

とした大抗海・地理的発見の時代には コロンプスやバス

コ・ダ・ガマ,マゼランらによる諸発見もあって,世界に

関する地理的な知識は飛躍的に拡大した。

16世紀に入って,メ ルカトル図法で知られるメルカ トル

は航海用の各種地図をつくった。彼につづくオルテリウス

やブラウは 世界全図やすぐれた地図帳 (ア トラス)をつ

くり,17世紀に力ヽ ナて地図界におけるオラングの全盛時代

を集いた。このように世界の地図は科学の発達にともなっ

て,ま た世界についての知識の拡大とともに精確なものに

近づいてきた。

一方,地城的な地形図は,17世紀の三角測量の発明とと

もに精度を高めていった。とくにフランスでは18世紀後

半,カ ッシーニ→資による国家事業 として,国土全域にわ

たって8万640けの1地形図が作製された。地形図は長い

間,平板測量によってつくられていたが,20世紀になり,

空中写真測量によって広域にわたる効率的な作製痢 能に

なった。

日
鮮3七盟撃?器で田図ギ載図力つ

灘饂 誼[L現轟甦蹴ム轟
されているにすぎない。日本全国としては,奈良時代の僧,

行基によるとされる行基図が有名であるが,現存するもの

はのちの鎌倉時代の写本である。鎌倉時代日ま荘国営理の

ために, 多 くの地図がつくられた。それらは奈良時代の方

眼図法によるものではなく,荘国や村の範日を鳥敏的にえ

織濾弘褥 、指墓きかんなった告象
易によって,世界地図や地球儀がもたらされた。111浮

の

徳川幕府のD~x立後,幕府は4回 にわたって諸国の大 名に国

絵因の作製 を命 じ, それにより日本国がつ くられた。これ

らの地国は民間に公開されたものではないう

'I「
守隻籍

期になると民間でも各種の地国がつ くられた。長人保赤水

の日未全国のほか,地方の絵図,町絵□,名所国,道中図

など, さまざまなものが広 く一般 に利用された。
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19世紀初頭には伊能忠敬が子午線長の実測のために,全

国の主に海岸,合 いに測量を進めた。それまでの地国にくら

べて格段に精度の向上 した伊能国が 1821年 (文政4)に完

成した。

明治以降の日本での地図の歴史
明治新功石下では,1880年 (明治 13),首都防衛のため

に,ま すこ逮測国によって関東平野全域の2万分の1地形図

作製が手がけられた。これが最初の本格的な地図作製事業

である。当初は2万分の 1で全国をカバーしようとして事業

が1ま しめられた。 しかし
`ま

う大な費用と時間が必要だった

ため,1890年 (明 治23)には縮尺が5万分の 1と あらた

められ, 1924年 (大正 13)ま でに一部離島を除 く全国の

地形国が完成 した。

そのころから昭和初期にかけては 第一次世界大戦後の

好兄と大衆文化の発達の中で,観光旅行などが大衆のもの

となり,地図への需要も高まった。その結果,民間での地

図出版もさかんになり,陸地測量部 (国土地理院の前身)

の地図もさまざまなもの力軟 々と出版された。しかし1931

年佃召和6)の満州事変以降 しだいに地図は秘密扱いとな

り, 1941年 (昭和 16)以降は,ほ とんどの地図が発売禁

止となってしまった。

戦後は地図作製の組織として地理調荀訴 (1960年 〔昭

和35〕 に国土地理院 と改称)が設置され,ア メリカ軍から

供与された空中写真を用いて,国土復興用の各種地図がつ

くられた。 1964年 (昭和39)には2万 5000分の 1地形

図力全国を力/｀一する国の基本国として定められ, 1984

年 0召和59)に全国の整備が終了した。一方,高度経済成

長期の前後から,土地利用図や土地条件図など各種の主題

図があいついで作製された。

轟象封[饉蛯
になって空中写真測量の本格導入へとっづく。今日では,

雀[1:魯郎曇董象響菫IIF[『讐「[:』勇II曇百:
らえ

,「
では, リモートセンシングによって地表の植生な

どを把握することのほか,最近ではlo万分の 1程度の地形
図であればむりなく作製でき:る ようになぅてぃる:,

地図づくりにおける位置の基準 (緯度・経度)の測定・_ついて
[ヽ
え

`二

 肉眼雛りによる三角
'1量

などにかわって,

光波測距から今日ではカーナビゲ■ションと同じGPS
(Global POslioning system)に よって簡乗化・高精

度化が進み, この技術は地震予知などにも利用されている。
地図 1青報の提供についてみると,かつて:ま土地の改変力■
うはげしくなかったこともあって,損1量から地国の出版ま
で3年 くらいを要するの力=議でぁった。しかし現在では年
1回以上の修正・更新が地図の商品価値として当然のことと
されている。

情報提供の方法としては 最近まで紙の地図以外に 1ま考
えられなかった。現在ではコンピューターでの使用を前提
とした数値地国も多 くなつてきた。カーナビゲーションの

地図データを中心に,地図のCD― ROM出版が急速に普及
している。またコンピューター・グラフィックスの発達と

ともに,利用者がみず″
ヽ
らの必要に応した地図データを自

由に取りだして,独自の地図づくりを楽しむことも可能に
なりつつある。

アメリカ地質調査所のにROSデータセンタ
=が

作裂した■本デ撻肇っ地

=.数
値イしごれた標高データをコンピューター処理するここによって

つ くられたものである。地コ作製のデジタ レ4し がこ■つ`らの大きな流

几 :こ ●ってい くtろ う.



本邦一等三角測量 の歴史 とその三角網

長 岡 正 利

はじめに

明治新政府の各省は、それぞれ所管事業の推進のために正確な地図作成を必要とし、そのた1

に独自に測量事業に着手した。これらはやがて陸地測量部の事業に統合され、大正 4(1915)F

には、ゴヒ海道から沖縄までの、今日に残る一等三角網の完成を見た。    '
本稿は、本会会長三谷忠男様から、当時の一等三角網図の紹介を依頼されたのを契機として、

網図の理解のために、その間の事情をとりまとめたものである。なお、本稿中で、図 1と 21評

田沢雪夫様 (国土地理院)所蔵の文献2か ら、図3と 4は大森茂様 (も と関東軍lll量隊副官)l日

蔵の文献 5か ら転載 した。また、箱岩英一様 (国土地理院)に は、文献の所在等について種′ご

教示を戴いた。

明治前期の三角測量

1)二部省測量司

わが国最初の三角測量は、工部省 (工業・鉱山・鉄道・電信等を所掌 ;明治 3年設置 。18だ

廃止)に より着手された。同省に明治 4(1871)年 に設置された測量司が、翌年から東京の地自

作成のため、英国人マックウエルの指導のもとで東京府下 13箇所に三角点を設置し、高測標を

建てて測量を始めた。

しかし、この組織と事業は、明治7年に内務省 (警察・ 土木 。地方行政等を所掌 ;明治6犠
置 。昭和 22年に解体・廃止)地理寮 (10年 に地理局と改称)に移管された。

2)内務省地理寮・地理局

地理寮は全国測量の精度確保のために、前述のマックウエルを測量師長として、明治8(1879

年 5月 に関八州大三角測量事業を開始した。11年 には那須野原でわが国初の基線illl量 を実施す

るとともに、電信法による経度測定を行った。

内務省の事業においては、明治 15(1884)年 頃には一等三角点の選定約 100点、うち約 50点

の観測を終え、16年 には静岡県三方原でも基線測量を行った。

なお、これらの事業は、明治 17年 6月 には陸軍省参謀本部 (明治 8年設置の天皇直隷の陸軍

総帥機関で、 4年の兵部省参謀局に始まる :9月 に測量局新設)に移管された。文献 8によれば、

現在の一等三角点のうち、関東 。中部地方のものは大部分、地理局のものがそのまま引継がれた

ものである。

3)北海道開拓使

開拓使 (北海道の行政・開拓を所掌 ;明治 2年設置 。15年廃止、後の北海道庁)は 、明治 8

(1875)年より、ヨヒ海道全域について三角測量事業を開始した。天文測量による原点を函館に置

き、勇払原野に15bの基線と函館に補助基線、三角点を約50点設けた。

4)陸軍省参謀局

陸軍の測量機関とその事業は、明治 4(1871)年兵部省参謀局に間牒隊を置き、地理の偵察、

地図の編成を掌ったことに始まる。 7年には参謀局に第五課 (地図・政誌担当)と 第六課 (測量

担当)が新設された。 8年に参謀局が参謀本部となって以降、 9年には今日に残る東京五千分一

測図に着手 (翌年の西南ノ役で中断し、17年終了)、 12年 に第五課は地図課と改称され、13年 に
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全国澱1量の第一歩として、関東平野全域についての三角測量によらない二万分一迅速測図に着手

した (19年測図終了)な ど、その初期には地形i■ll図 (地図作成)が主となっていた。

測1地測量については、明治 14年 には、測量課 (12年に第六課を改称)が東京湾日の三角測量

を試験的に実施していたが、本格的な三角測量事業は、8年間にわたつて ドイツに留学 していた

田坂虎之助が明治 15年に帰朝し、小菅智淵 (後の初代陸地測量部長、全国測量計画の企画・推

進者)の下で参謀本部測量課長に任ぜられて以降rあ る。同年、測量課は大地測量班と4ヽ地測量

班に区分 (翌年には部)さ れた。当時、「内務省/大三角測量ハ富時二於テ外業ノ進程甚夕大ナ

ルモノアリト難モ其ノ成果ハ未夕全ク精算ノ域二達セス随ツテ之力利用二便ナラサルヲ以テ特ニ

ニ等三角網二封スル基線ヲ測定シ以ツテ急速二地形測固ヲ施行スルノ素地ヲ作ラントス」(文献

4よ り原文のまま)と して、 9月 に神奈川県相模野に初の基線を設置した。当時は、ヒルガート

4m基線尺を用いて、5 21kmの基線測量に 106日 を要し、確率誤差は±2 93 1nlaで あった。翌明

治16(1883)年 には、武遠三角網について、陸軍として最初の一等三角■ll量 (観ill)に 着手し、

あわせて同年、一等水準測量も開始している。

なお、基線については、明治 44年 までに北海道から沖縄までの14箇所に、ついで大正 2

(1913)年 に択捉島 1箇所、大正 15年 までに樺太と台湾に5箇所設置された。このほか、朝鮮に

は 13箇所、満洲には一等基線20箇所、二等基線約 140箇 所が設けられた。基線長の測定は、 14

番目の沖縄がらはエーデリン25m線條基線尺が正式に採用され、精度が向上 (基線長 4.15 kmに

対し±041品 )す るとともに作業育旨率が向上した。

明治 17(1884)年 6月 に、参謀本部に三角測量事業が移管・統合されたことは既に述べた。

この年 9月 、参謀本部に測量局が新設され、従来の地図課はそのまま、大地測量部は三角測量課、

小地測量課は地形測量課の、 3課体制とされた。同年、麻布の観象台に経緯度原点を定め(三角

測量の計算原子を決定するとともに、筑波山一等三角点を原方位に採用し、原方位角の測量を完

了した。

陸地測量部の三角猥1量

明治21(1888)年 5月 、「陸地測量部際例」が公布され、それまで参謀本部の一部局であった

測量局は、参謀本部長直隷の独立官街となり、三角・地形・製図の 3科 と修技所 (職員の養成機

関、20年に設置)を置いた。当時既に、武遠 。三丹・摂讃紀伊・丹伯の三角網の観測が進行し

ていた。22年には修技所の第 1期生徒 35名が卒業し、以後、陸地測量部の技術者は逐次充実さ

れて行った。23年 には、測量標の保護等を目的とする「陸地測量標條例」。「同 施行細則」が

公布された。翌年、紀伊串本ほか 5験潮場が開場し、 5月 には三宅坂の陸地測量部前庭に水準原

点が落成した。

三角測量の進捗状況は表 1および2の とおりであるが、主なところでは、明治29(1896)年

には北海道に進出 (奥石網 )、 31年に武遠三角網の集成計算を終えて初めての実用成果を算出、

大正元 (1912)年に沖縄 (隅沖網)、 4年に千島 (千島網)の観測に着手、39年には三角網を離

れて樺太での日露国境画定作業の開始などが挙げられる。

ところで、一等三角測量の実施のために必要な作業規程については、明治33年 に「三角測l量

法式草案」が作成されているが、「一等三角潤l量実行法」がその附図や観測l手簿等の記載例とと

もに完成した (文献 1,2,3)の 4よ、内地の事業完了後の大正 6(1917)年 である。しかし、そ

の測量方式はこの制定以前におけると大差はない。また、電磁波測距儀の発明とその後の光波

(レ ーザー)測距儀の発達によって、昭和50年代には、角観測から辺長測1量が主体となるまで、
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戦後も長くこの「実行法」のもとで漁l量が進められた。

一等三角点標石とその埋設法

「実行法」によれば、一等三角点標石の規格は図 1の ように、通常は、柱石、盤石、下方盤石

の 3点 (下方盤石は明治33年以降)か らなり、石材は花商岩とされて、明治29年以降は小豆島

産のものが用いられた。なお、明治29年以前については、標石は測量官が任意に調達 していた

ので、その石種と形状はまちまちであった。

三角点の設置については、当然のことながら、それぞれの十字溝の交点を三角点の中心 (も の

としての三角点ではなく、位置成果をいう)に一致させるとともに、標石 3点それぞれについて

各辺を東西南北に一致させ、柱石の正面を南方に向けるべきことが規定されている。図 1に示さ

れた規格以外に、柱石の地上露出相当部分は「小敲仕揚ケ」、ほかは総て「荒整落シ」とし、前

面に刻む 5文字の深さは太さと等しくして円底彫とし、両盤石は上面のみ「小敲仕揚ケ」として

ほかは総て「荒墾落シ」とする等のことが規定されている。柱石の地上露出部分は、現地でよく

目にするとおりだが、盤石につい

「

は、関東地方では谷川岳山頂のものが相当以前より露出して

おり、容易に実見することができる。

その埋定 (埋設)法は図 2の とおりであり、現地の地盤条件に応じて変え得るとされている。

図の上が通常の場合で、深さ13m、 方 12mの穴を堀開して埋設する。実行法にはその詳細が

述べられているが、ここでは略す。なお、標石の周囲には、通常 4個の防衝石が設置されるが、

高山頂等で必要のないときは略される。岩石地で菫開困難の場合は、図の右上のように、適宣に

埋設法を簡易化し、さらに岩盤が堅硬な場合は、坑底を水平に削ってその中央に十字形を刻み盤

石に代用することも可としている。砂地や湿地の場合 (図の下)には、松、栗、椎などの腐植に

耐える木杭を列植して基礎を固め、その上に煉瓦で筐形を造り、その中に埋設することとされて

いる。

一等三角網の完成とその後

一等三角点の観測は、大正 4(1915)年 には沖縄島から択捉島までを終え、内地の一等三角網

は完成を見た。これと並行して、地形図作成のために、二等、二等の三角測量が進められた (表

1)。 一等三角点本点は、1,600喘 に 1点設置され、その平均辺長は45b(40～60b)、 観測誤

差は15秒、三角形の誤差は 1秒 (45bに対 して 22 cnlに 相当)である。設置された一等三角点

の位置の精度は、三角網を構成する各三角形の開合差における 1角 の中等誤差が、結果として

0.66秒 (全三角網の平均)と なったことから、本点の平均辺長45mを乗ずれば 14 cmと なる。

一等三角測量は、さらに台湾 (1914～ 21年 )、 樺太 (1921～ 32年 )へ とその作業を進めて行っ

た。図 3と 4は、昭和 2(192.7)年 におけるその成果を総覧して、陸地測量部長大村 斎陸軍少

将が、日本学術協会第 3回大会において、特に基線測量の精度等を中心として講演した際のもの

である。

なお、これ以外の、千島列島、宮古八重山諸島、伊豆七島、小笠原諸島、尖閣列島、南北大東

島、男女群島などの、離島の三角■ll量については、文献8に詳しい。

最初の全国一等三角測量は、前述のように、明治 16(1883)年から大正 4(1915)年にわた

る32年間で完成した。昭和22(1947)年 には最初の改測に着手され、昭和42(1967)年 に作業

を終えた。その成果は、大地震の復旧測1量等の変動量の大きい地域についてのみ改訂が行われ、

ほかは実用上の支障はないとして旧成果 (明治成果と称する)を実用成果として、次に述べる一

次基準点測量終了後も、今日に至るもそのままに使われている。
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翌43年より、 2回目の改測に着手された。 しかし、その頃から、地震予知等のために基準点

測l量の充実が必要視され、48年以降は、従来の一等三角点、同補点、二等三角点の計約6,000点

を「一次基準点」として再編成し、地震予知のための「観測強化地域」。
「特定観測地域」につ

いては点の密度を高めて、全国の繰返し測量を行い、地殻の詳細な水平変動の把握に努めること

となった。この頃以降、測量方法は、従来の経緯儀による角観■llで はなく、精度 100万 分の 1

(10bに対して l cal)の レーザー測距儀による直接辺長測定にとって代られた。最初の一次基準

点測量は、昭和 60(1985)年 に終了した。
‐この結果を、明治期の測量成果と比較することによっ

て、100年間の日本列島の地殻水平歪のようすが明らかとなった。

一方、基線測量については、最後に実施されたのが、昭和 19(1944)年 の南海地震後の復旧

測1量のための、28年の鳥取県天神野基線、29年の滋賀県饗場野基線におけるものである。当時

まで、基線測量にはなお数十日の期間を要していた。

ところで、三角測量の方法が角観測から辺長測量に代ったことは既に述べた。これによって長

期間山頂に留まって行う測量は大幅に簡素化され、今日ではGPS(汎 地球測位システム ;衛星

からの電波による3次元測位システム)測量により、さらに負担の少ないものとならている。G

PS測量では、精密軌道情報を用いることにより0.lppm(10 kmに 対して lm)の精度を得るこ

とができる (ただし、カーナビゲーションのように機器を単独で用いる方法では30m程度の誤

差)こ とから、地震予知の分野におけるような高精度を要する測量にも使われている。なお、電

波星からの電波の到達時間差の精密測定によるVLBIで は、数 1,0001mの 距離に対しても l cn

以下の誤差での測定が実用化されており、プレート運動の実測等に使われている。

GPSに よる基準点測量に関しては、平成 7年度内に、全国に700箇所以上のGPS連続観測

局 (電子基準点と称す)が設置され、そのデータは通信回線によって常時国土地理院に送られ、

解析されるごとになる予定である。既に、「観測強化地域」の東海 。南関東地方には、地震予知

観測のために電子基準点が約 15b間隔の高密度で配置され、他の手段と併せて常時連続観測が

行われている。

なお、これまでの一次基準点測量は、 6年度以降は、GPS連続観測網を骨格として、一 。二

等三角点のうち、約 15 km網 で編成した点についてGPS測量を周期的に行う「 精密測地網高度

基準点測量」に再構成されている。

かつて明治期には、三角点間の良好な観測条件を得るために、最長70日 間も山頂に留まった

例や、日標地点の三角点櫓でただ 1人太陽光を反射させる廻照器を護りつつ、時々刻々移動する

太陽光を数 10h離れた観測地点に送り続けた名人芸的熟練さのこと、或いは遠方の山から光信

号が来ないので行ってみたところ、測夫は櫓から落ちて死亡していたこと (文献 6)な ど、いま

や伝説に近くなっている。これに対して、現代の電子基準点による測定については、本年 10月

の伊豆半島東方沖での群発地震発生の際に、地下へのマグマ貫入によると考えられる数 clllの 地

殻変動 (こ の場合は、初島・ノ
1ヽ室山間の伸長)が進行する状況をリアノィタイムで捉えた例なども

ある。このように、かつては野外での大変な労苦と時間を要した高精度測量について、今日では

室内での連続観測も可能となっており、まさに隔世の感力、ある。
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図 1.―等三角点標石の規格 (文献 2よ り

右より、柱石、盤石・下方盤石、

地 常 尋

蒟 綺 え 壇 ん 犠 魚 角 二 寺
~

原図X04)

設置の際の位置関係

図 2 -等三角点標石の埋設法

(文献 2よ り 1原図×05)

上  :通常の土地の場合

右上 :岩石地 (軟岩)の場合

右  :砂地や湿地の場合

図中で、自部が標右を示し、砂点部は

コンクリート (混凝土)。 他は本文参照。
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